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図2. データシートの例 

図1. 本研究の構成 
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図5. 国内事例(全26施設)所在地

(三大都市圏と地方圏)
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図6. 国内事例(全26施設)複合用途数
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図3. 国内事例(全26施設)延床面積 No.4除外
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図4. 国内事例(全26施設)建築面積

他用途と合築された図書館の空間構成と運営 
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序章 

近年の他用途と合築された図書館は貸出・閲覧のみ

ならず、地域に合わせた多様な過ごし方を許容する計

画がとられている。そのような計画は、今日の地方都

市や震災復興等のまちづくりに関連する施設計画にも

通じる。本研究では他用途と合築された図書館施設の

空間構成と運営について研究する。研究を通して「地

域に開かれた生活と地続き感のある建築」とは何かを

明らかにすることと、対象とする施設をその一手法と

して検討し、今後の地域ニーズに的確に応える施設計

画の在り方を探求することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１章 近年の他用途と合築された図書館の事例 

1－1 近年の他用途と合築された図書館 

 近年の対象建築の現状と特徴を把握するため、建築

家や設計事務所による設計が工夫されている施設を対

象とする。国内建築を中心に掲載している雑誌「新建

築」の2014～2018年過去5年間の全28施設（国内26

施設、海外2施設）を分析した。 

1－2 データシート 

対象とする全28施設(表1.)を図2.の構成でデータ

シート化し各施設の概要、計画、特徴等を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1－3 結果 

 主要用途に図書館を含む建築作品は28施設（国内26

施設、海外2施設）あった。延床面積の平均は13,984

㎡で、それ以上に大きな施設は文化教育系用途（美術

館、市庁舎、学校等）と合築された図書館6事例であ

った(図3.)。建築面積の平均は3,126㎡であった（図

4.）。所在地は国内26事例中地方圏18事例であり、地

方の需要の高さが明らかになった(図5.)。設置用途数

は最多7用途、他25事例が0～4用途との合築事例で2

用途との合築事例が最多7事例であった(図6.)。 
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図8.例)太田市美術館図書館スケール別図化 
 

表2. 建築・運営について 評価一覧表 

 

表1. 対象施設一覧 

図7. 類型ダイアグラム 

２章 近年の他用途と合築された図書館の分類 

2－1 類型方法 

2章ではデータシート化した全28施設を1章で明ら

かとなった特徴・傾向をふまえながら、より詳しく各

施設の他用途と図書館による空間構成のパターンを明

らかにした。図書館の機能をもつ領域を「図書館」、そ

の他の用途をもつ領域を「他用途」として平面図上で

色分けし、タイプ分けした。 

2－2 類型表 

以下のように、11種類のタイプ(図7.)に分類した。

分類タイプ名と類型ダイアグラムを作成し、各タイプ1

施設ずつ図示しながら説明を行なった。 

Type A:A1：他用途の中に1階以外に図書館を含む計画 

A2：他用途の中に1階に図書館を含む計画 

Type B:B1：図書館の中に1階以外に他用途を含む計画 

B2：図書館の中に1階に他用途を含む計画 

B3：図書館の中に最上階に他用途を含む計画 

Type C:C1：1階以外の階で図書館を含む計画 

C2：1階含む下階に図書館、上階に他用途を含む計画 

C3：1階含む下階に他用途、上階に図書館を含む計画 

Type D：図書館と他用途が隣接する計画 

Type E：図書館と他用途が不規則に配置された計画 

Type F：図書館のみの計画 

2―3 結果 

TypeA・Bは図書館と他用途との相乗効果を期待した

計画が多い。1階に図書館と他用途両方が配置されてい

るTypeA2,B2が特に地域に開く計画がなされていた。

TypeC・Dは図書館と他用途の融合が空間的になく、機

能的合理性はあるが相乗効果を得られにくいことが分

かった。TypeEは最低限の動線操作と利用者にゆだねた

自由な動線により、地域住民が利用しやすい計画が分

類された。TypeFは建物が図書館のみであるため、建物

外周部に庭や他用途による工夫が必要だと分かった。

このように図書館領域と他用途領域がどのような空間

構成で影響し合っているのかを把握した。 
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３章 事例調査（5施設） 

3－1 方法 

3章では関東圏で訪問可能な5施設で現地調査を行な

った。スケール別図化(図8.)を通した周辺環境の把握

と、施設の空間・運営についてのヒアリングから施設

の現状をより詳しく分析し、建築について9項目、運

営について7項目で評価した。(表2.) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3－2 結果 

 調査した全5施設はTypeA2・C1・C3のそれぞれ1施

設と、TypeEの2施設である。建築・運営についての合

計評価点数は各施設7割を超え、なかでも3.太田市美

術館図書館の合計評価点数が最も高い。またTypeEの2

施設のみを90点以上と評価した。 

４章 終章 

分類した28施設中10施設(TypeA2,B2,E)が地域に開

く計画であると分かった。特に2施設(TypeE）は、図

書館と他用途の柔軟な配置と、利用者にゆだねた自由

な動線計画をもち、地域住民が利用しやすい空間と運

営を可能にしており、地域に開かれた生活と地続き感

のある場所をもつ計画と評価できる。 
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